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論 文 内 容 の 要 旨 
 認知症高齢者の居住環境として、現在、特別養護老人ホームや認知症高齢者向けグループホーム（以下、GH）
等の入所施設が挙げられるが、生活の視点に立てば、管理的・効率的な介護を重視し、介護側の論理で計画さ
れた、施設色の強い環境となっているのが現状である。本研究は、認知症高齢者の居住環境の課題を踏まえた
上で、民家をGHへと転用した事例（民家改修型）に着目し、施設色が色濃く残る新築された事例（新築型）と
の比較を通して、GHの空間を「施設」から「住まいの場」へと脱却させるための計画的知見を得ることを目的
としている。 
 第２章では、アンケート調査によって、「民家改修型」「新築型」両者の運営特性、空間特性を把握した上で、
「民家改修型」が有する「住まい」としての空間的要素を明らかにした。 
 第３章では、「民家改修型」・「新築型」での入居者の過ごし方を、主体性や個性、多様性を持つ「生活の質」
という視点から評価するとともに、「生活の質」をもたらす空間的要因を考察し、入居者の「生活の質」を高め
るためには、①入居者の居場所となる共用空間を分散配置させることや、動線空間に居場所を配置することに
よって、人やモノ、コトを主体的に選び取ることが可能となること、②個室や共用空間といった諸空間を連接
性・関係性をもった計画にすることにより、スタッフの誘導によらない、入居者の主体的な過ごし方を生み出
すこと、③多様な起居様式を可能にする計画により、他者との関わりを多様にさせること、④共・私空間を混
在・融合させることで、入居者同士の偶発的な関わりを喚起させること等が明らかとなった。 
 第４章では、「民家改修型」の持つ上框や敷居といったバリアが直接的に事故へと結びついていないことを明
らかにした上で、バリアの持つ意味・可能性について考察を行い、バリアや、「民家改修型」の空間を活かすこ
とで、入居者の自助力を引き出すとともに、個性に合わせた主体性を重んじるきめ細やかな介護に繋がること
が明らかとなった。 
 第５章では、居住年数を経るごとに、入居者の心身状態が重度化する傾向を踏まえた上で、重度入居者の過
ごし方や介護の特性を明らかにすると共に、GHが今後直面するターミナルケアの実態を明らかにした上で、重
度入居者の生活を多様化させるための計画的知見やターミナルケアに対応した空間のあり方を考察した。その
結果、以下の計画的知見を得た。①身体能力の低下による自立歩行の困難さから、重度入居者の過ごす場所が
個室に偏る傾向があるため、個室周りに、他の入居者の居場所を設けることにより、重度入居者が容易に他者
や集団と関わりを持つことができる。さらに、それらの居場所が動線空間に設けられることにより、他者の立
ち寄りが促進され、より多様な関わりを持つことが可能となる。②個室が他所と開放的に繋がることにより、
寝たきりとなった入居者にとっては、個室に居ながらにして集団と間接的な関わりを持つことが可能となり、
さらにきめ細やかな見守りを受けることに繋がる。③開放性や多様な広さを有した個室が、共用空間と様々な
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距離で配置される事により、重度入居者の見守りの希求度に応じた個室の選択が可能となり、入居者の重度化
に柔軟に対応する事ができ、さらに、ターミナル期には、ケアに深く関わる家族のつき添いの場としての充実
や、スタッフや他の入居者に気を遣うことなく、自由にくつろげる空間の確保に繋がる。 
 第６章では、これまで得られてきた、計画的知見をまとめ、GHにおいての、生活の質を高める建築計画的指
針を提言している。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 高齢者福祉施設のうち、特別養護老人ホームや認知症高齢者向けグループホーム（GH）等の入所をともなう
施設であっても、介護効率や安全性の向上が殊更に重視され、結果的に生活の場から乖離した施設色の強い空
間計画や集団の一括処遇などの介護方法が大きな問題となっている。本研究は、既存民家を認知症高齢者向け
GHに改修・転用した事例（改修型）に先駆的に着目し、施設色の強い新築型と比較しつつ、そこでの生活や介
護方法の質的・定性的な評価を行うことで生活の場としての改修型GHの有効性を実証している。 
 第１章では研究の背景、目的を述べている。 
 第２章では、改修型GHの有する「住宅らしさ」は、空間の小規模性、多様性、変化に富む空間構成によるこ
と、また、事業・経営面の円滑な進展よりも認知症高齢者の顕在化する需要に即応するような運営や事業が重
視されることなど、新築型との差異を明らかにしている。 
 第３章では、入居者が生活を組み立てるうえでの主体性、個性、多様性を「生活の質」と定義し、それを視
点にして、入居者の過ごし方や過ごす場所を定量的・定性的に解析、評価し、改修型GHにおける生活の質の高
さ、並びに、空間特性との関係を解明している。居場所や過ごす相手を自由に選択する、あるいは自らが主体
的・個別的に生活するなど、生活の質を高めるには、多様な共用空間の分散配置、諸室の連接的な関係化、多
様な起居様式を可能とするしつらえ、共私空間の融合化、ヒューマンスケールの空間などが必要であることを
提起している。 
 第４章では、段差などのバリアと施設内事故との因果関係が弱いことを明らかにした上で、寧ろ改修型の有
するバリアや死角の多さ、水廻り諸室や廊下の相対的な狭小性、個室の開放性などの空間特性を活かすことが、
入居者の自助力の発揮や個別の心身能力や個性に応じたきめの細かい、入居者の主体性を支援するといった本
質的な介護につながることを導出している。 
 第５章では、GH入居者の心身状態が経年的に重度化する傾向に着目し、介助歩行者や寝たきりなどの重度入
居者の過ごし方や居場所の特性、重度化に対応した介護方法の特性、今後増加が予想されるターミナルケアの
実態と課題などを解明し、それらを踏まえて、個室の開放性や個室廻りの居場所の計画、共用空間の小規模化
など、空間計画のあり方を検討している。 
 以上の結果を第６章でまとめ、GHをはじめとする入所型施設の計画には、主体的な過し方を喚起するために
多様な性格を有する空間の小規模分散、他者との多様な関わりを触発するような空間相互の連続性や関係性、
空間と使われ方との多義的な関係性が必要なことを提起している。 
 以上の研究成果は、認知症高齢者の生活環境として、民家改修型GHの有意性を実証的に解明したうえで、住
まいとしての入所型施設の空間のあり方についての計画指針を提示する点においても有用な結論を得ており、
高齢者施設に関する建築計画学の研究・計画実践の発展に寄与するところが大きい。したがって、本論文の著
者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有すると認める。 
